
日本をあきらめない！ 投げ出さない！

命ある日本を取り戻す！
厳しい冷え込みと悪天候の中、被災地のみなさまには、大変な不安と緊張の時間が続いています。心よりお見舞い

を申し上げます。また、ご家族を亡くされた皆様には、衷心よりお悔やみを申し上げます。

多くの方々に、まさに身を投じての救援活動を続けて頂いておりますことに、深く感謝申し上げます。

救援活動と復旧作業を加速させ、一日も早く復興に向かって歩みだせるよう、私も微力ながら精いっぱい、誠心・誠

意努めてまいります。辛い時ですが、お互い励ましあい、力を合わせてがんばりましょう。

東日本巨大地震の発生を受け、自民党は、谷垣禎一総裁を本部長とする「東日本巨大地震・津波緊急災害対策

本部」を 3 月 11 日 15 時に設置。これまでの数々の災害対応の経験を生かし、総力で対策に取り組んでいます。

対策本部には①援助物資の調達と配送、②募金、③ボランティア派遣調整、④医療支援、⑤原発対策に係る実務

班が設置され、たかがいは、対策本部事務局次長及び医療支援班の一員として、被災地の困窮した医療の現状を

少しでも何とかしようと事務所をあげて昼夜をいとわず精一杯努めております。現地の医療機関からは医薬品が

ない！医療スタッフが足りない！患者の受け入れ先が見つからない！といった鬼気迫るＳＯＳが連日寄せられ

ています。目の前の命が危機にさらされているのに政府の対応は遅すぎます。しっかりと国民を守っていくとい

う政府の姿勢が感じられません。政府に任せておいては、助かる命も助からない、もう待ってはいられない、そ

んな思いで医療支援班として様々なルートを通じて情報収集を行い、必要な物資を現地に届けるべく取り組んで

います。被災地の深刻な状況に全国の皆様が思いを寄せ、些細なことでも構いませんので各自が被災地の支援・

復興のために手をさしのべて頂ければと思います。たかがいも命ある日本を取り戻すまで、全力を尽くします。

・政府として圧倒的規模の支援を投入し、一日も早い復興に向けた政府の決意を問う。

（財務大臣）与野党が協力して必要な補正予算編成を行っていきたい。協力をお願いする。

・被災地の医療現場からは過酷な現状についてＳＯＳが続いている。政府の対応は遅かったのではないか。支援

が現場に届いていないのではないか。厚労省は命を預かっているという責任感をもって業務にあたってほしい。

（厚労大臣）自民党においては医療支援班を立ち上げ、現地の情報提供を厚労省に頂き対応をとらせて頂いた。

自民党の協力に感謝する。国として全力を挙げて頑張る所存。

・物資の輸送路の確保が必要。除雪費を国が負担し日本海側ルートなどを開通させるべき。

（国交大臣）一日も早くルートが開かれるよう努力したいが、道路の傾斜の問題などでそもそも冬季の通行が

難しい道路がある。除雪については社会整備交付金を活用し支援したい。

・燃料不足の問題について、在宅ケアや医療における緊急性の高い車両または職員をあらかじめ登録し、緊急時

に優先給油の対象となるようなしくみが必要ではないか。特に小規模でかつ 24 時間対応している訪問看護ス

テーションの車両について緊急通行車両の指定が確実かつ迅速に行われるようお願いする。

（厚労大臣）医薬品運搬車両の優先給油の措置を行い解決しつつあるが、今後とも全力で努める。

・遺体情報をデータベース化し、後に遺族が遺体を確認したい時に判別できるような配慮を。

（厚労副大臣）ご指摘の件は現地と相談して万全を期したい。

・震災孤児の保育・長期継続的なメンタルケアをしっかりとやっていただきたい。

（厚労大臣）被災地の自治体の要請の応じ必要職員の派遣調整をやっていきたい。里親の受け入れなど広域的

調整も視野において進めたい。

・乳幼児を抱える親について、安らげる空間を提供してほしい。

（厚労大臣）現状を把握し、それぞれの年齢層に応じたよりよい環境が提供できるようにしたい。

・ボランティアなど災害対応従事者のメンタルケアもやっていただきたい。

（厚労大臣）被災者の心のケアは重要。しっかり対応していきたい。

人を大切にする社会、働くことを楽しいと思える社会、明日に希望が持てる社会づくり

やりがい、いきがい。たかがい！ ～成熟社会を創る看護力～
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自民党の東日本巨大地震への対応

3 月 22 日参議院予算委員会で東日本巨大地震に係る政府対応について質問
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自民党東日本巨大地震・津波緊急災害対策本部 医療支援班ホットライン
FAX 03-3509-1014

医療当事者から（1）病院名/避難所（2）所在地（3）電話番号・窓口医療当事者名の連絡先（4）

要望事項・困っている内容の 4 点について頭に医療支援班宛と大書し、FAX をお送りください。

必ず医療従事者からご連絡ください。

自民党より募金のお願い「東日本巨大地震救援募金」
集まりました募金は日本赤十字社を通して被災者支援に活用させていただきます

りそな銀行 衆議院支店 口座番号（普）0037627 名義：東日本巨大地震救援募金


